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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第２四半期 686,258 2.1 27,815 △12.8 28,740 △13.2 12,278 △35.8 

30年３月期第２四半期 672,313 0.7 31,890 △11.8 33,103 △8.3 19,133 44.1 
 
（注）包括利益 31年３月期第２四半期 17,048 百万円 （△33.2％）   30年３月期第２四半期 25,528 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第２四半期 66.12 － 

30年３月期第２四半期 103.03 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

31年３月期第２四半期 733,062 313,617 37.1 

30年３月期 744,558 308,620 35.3 
 
（参考）自己資本 31年３月期第２四半期 271,857 百万円   30年３月期 262,759 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 25.00 － 29.00 54.00 

31年３月期 － 28.00      

31年３月期（予想）     － 28.00 56.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 1,400,000 0.0 62,000 △12.9 63,000 △13.6 34,000 △20.5 183.08 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧下さい。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期２Ｑ 187,665,738 株 30年３月期 187,665,738 株 

②  期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 1,958,512 株 30年３月期 1,958,326 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 185,707,317 株 30年３月期２Ｑ 185,707,559 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判 

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等 

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、添付資料Ｐ．２「１．当四 

半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

（決算補足説明資料の入手方法について） 

決算補足説明資料は平成30年10月31日に当社ホームページに掲載いたします。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、前年同四半期連結累計期間（以下、前年同期）に比べ、売上 

高は、日本地域などで生産台数が減少するものの、車種構成の変化などにより、139億円（2.1％）増加の6,862億 

円となりました。利益につきましては、車種構成の変化や合理化などによる増益要因はありましたが、製品価格変 

動の影響や諸経費増加などによる減益要因により、営業利益は、前年同期に比べ40億円（△12.8％）減少の278億 

円、経常利益は、前年同期に比べ43億円（△13.2％）減少の287億円となりました。親会社株主に帰属する四半期 

純利益は、税負担の増加などにより、前年同期に比べ68億円（△35.8％）減少の122億円となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

なお、当第２四半期連結累計期間において、移転価格に関する事前確認制度における相互協議の結果、移転価格 

税制調整金が計上されており、日本、北中南米、アジア・オセアニアのセグメントの業績に影響しておりますが、 

連結消去により連結業績への影響は軽微であります。 

①日本

 当地域におきましては、車種構成の変化などにより、売上高は、前年同期に比べ338億円（9.7％）増加の3,824 

億円となりました。営業利益につきましては、合理化効果はありましたが、製品価格変動の影響や新製品の生産準 

備費用の増加、競争力強化のための先行投資の影響などに加え移転価格税制調整金の影響により、前年同期に比べ 

62億円（△88.5%）減少の８億円となりました。 

 

②北中南米 

 当地域におきましては、減産の影響に加え南米における通貨下落の影響などにより、売上高は、前年同期に比べ 

87億円（△6.1％）減少の1,353億円となりました。営業利益につきましては、為替の影響、生産準備費用の増加や 

一部車種の生産終了など減益要因はありましたが、移転価格税制調整金の影響により、前年同期に比べ120億円 

（266.5%）増加の165億円となりました。 

 

③アジア・オセアニア 

 当地域におきましては、オセアニアで生産終了の影響はありましたが、主に中国での増産の影響により、売上高 

は、前年同期に比べ39億円（2.3％）増加の1,759億円となりました。営業利益につきましては、増産の影響や合理 

化効果など増益要因はありましたが、移転価格税制調整金の影響により、前年同期に比べ101億円（△58.4％）減 

少の72億円となりました。 

 

④欧州・アフリカ 

 当地域におきましては、為替の影響などにより、売上高は、前年同期に比べ２億円（0.6％）増加の471億円と 

なりました。営業利益につきましては、車種構成の変化や為替の影響などにより、前年同期に比べ３億円 

（13.4％）増加の33億円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期末の総資産は、売上債権の減少などにより、前連結会計年度末に比べ114億円減少の7,330億円とな

りました。

一方、負債は、前連結会計年度末に比べ164億円減少し、4,194億円となりました。主な要因は、仕入債務の減少

などによるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べ49億円増加し、3,136億円となりました。主な要因は、親会社株主に帰属

する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加などによるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、通期の予想を、売上高１兆4,000億円、営業利益620億円、経常利益630億円、

親会社株主に帰属する当期純利益340億円と見込んでおり、2018年７月31日の公表値から変更しております。

なお、為替レートにつきましては、第３四半期以降１ＵＳＤ＝110円、１ＥＵＲ＝130円、１ＴＨＢ＝3.4円、 

１ＣＮＹ＝16.0円を前提としております。

上記の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 194,158 196,113 

受取手形及び売掛金 194,149 171,471 

商品及び製品 7,762 7,514 

仕掛品 9,648 13,974 

原材料及び貯蔵品 28,560 33,030 

その他 42,417 36,999 

貸倒引当金 △135 △131 

流動資産合計 476,560 458,971 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 74,703 74,629 

機械装置及び運搬具（純額） 67,408 70,638 

その他（純額） 59,038 62,730 

有形固定資産合計 201,150 207,998 

無形固定資産    

のれん 3,422 2,760 

その他 6,740 8,179 

無形固定資産合計 10,163 10,940 

投資その他の資産    

投資有価証券 23,300 23,151 

その他 33,602 32,267 

貸倒引当金 △217 △266 

投資その他の資産合計 56,685 55,152 

固定資産合計 267,998 274,090 

資産合計 744,558 733,062 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 181,061 163,555 

短期借入金 5,829 22,053 

1年内償還予定の社債 10,000 10,000 

1年内返済予定の長期借入金 19,540 8,989 

未払法人税等 13,668 15,407 

製品保証引当金 2,517 2,239 

役員賞与引当金 353 199 

その他 70,439 65,523 

流動負債合計 303,409 287,968 

固定負債    

社債 40,000 40,000 

長期借入金 31,687 30,371 

退職給付に係る負債 53,989 54,570 

役員退職慰労引当金 268 241 

資産除去債務 250 251 

その他 6,332 6,040 

固定負債合計 132,528 131,475 

負債合計 435,938 419,444 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,400 8,400 

資本剰余金 8,406 8,406 

利益剰余金 270,951 277,844 

自己株式 △3,874 △3,875 

株主資本合計 283,882 290,775 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,952 1,834 

為替換算調整勘定 △12,805 △10,999 

退職給付に係る調整累計額 △10,270 △9,752 

その他の包括利益累計額合計 △21,123 △18,918 

非支配株主持分 45,861 41,760 

純資産合計 308,620 313,617 

負債純資産合計 744,558 733,062 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

売上高 672,313 686,258 

売上原価 600,275 616,994 

売上総利益 72,037 69,264 

販売費及び一般管理費    

給料及び賞与 15,540 15,661 

その他 24,606 25,787 

販売費及び一般管理費合計 40,147 41,448 

営業利益 31,890 27,815 

営業外収益    

受取利息 775 792 

為替差益 1,555 430 

持分法による投資利益 279 482 

その他 2,258 2,624 

営業外収益合計 4,870 4,329 

営業外費用    

支払利息 648 644 

デリバティブ評価損 554 － 

雑損失 － 1,000 

その他 2,453 1,759 

営業外費用合計 3,656 3,404 

経常利益 33,103 28,740 

税金等調整前四半期純利益 33,103 28,740 

法人税等 9,871 14,002 

四半期純利益 23,231 14,737 

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,098 2,458 

親会社株主に帰属する四半期純利益 19,133 12,278 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

四半期純利益 23,231 14,737 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 348 △117 

為替換算調整勘定 1,327 1,981 

持分法適用会社に対する持分相当額 90 △84 

退職給付に係る調整額 530 532 

その他の包括利益合計 2,296 2,310 

四半期包括利益 25,528 17,048 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 20,922 14,484 

非支配株主に係る四半期包括利益 4,605 2,564 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 当社及び一部の連結子会社は、税金費用について、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期 

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて 

計算しております。

 

 

（会計方針の変更）

 該当事項はありません。

 

 

（会計上の見積りの変更）

 該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期 

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定 

負債の区分に表示しております。 

 

（表示方法の変更） 

（四半期連結貸借対照表） 

 当連結会計年度において、当社グループは、中期経営実行計画におけるマネジメント情報基盤強化の一環とし 

て、グループにおける勘定科目の使用方法を見直した結果、従来、「機械装置及び運搬具」等の本勘定として一 

部表示しておりました稼働前の有形固定資産を建設仮勘定に区分し、「その他」に含めて表示することといたし 

ました。 

 この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、従来の表示方法により「建物及び構築物」74,847百万 

円、「機械装置及び運搬具」70,870百万円、「その他」55,432百万円と表示されるところを、「建物及び構築 

物」74,703百万円、「機械装置及び運搬具」67,408百万円、「その他」59,038百万円として組み替えておりま 

す。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            (単位：百万円) 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  日本 北中南米 
アジア・ 

オセアニア 
欧州・ 

アフリカ 
計 

売上高              

(1) 外部顧客への売上高 321,771 142,313 162,050 46,177 672,313 － 672,313 

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高 
26,815 1,772 10,000 659 39,247 △39,247 － 

計 348,586 144,086 172,050 46,836 711,561 △39,247 672,313 

セグメント利益又は損失（△） 7,080 4,502 17,400 2,913 31,897 △7 31,890 

    （注）１ セグメント利益の調整額△７百万円は、主にセグメント間取引消去であります。

       ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   （固定資産に係る重要な減損損失）

     該当事項はありません。

 

   （のれんの金額の重要な変動） 

     該当事項はありません。

 

   （重要な負ののれん発生益）

     該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            (単位：百万円) 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  日本 北中南米 
アジア・ 

オセアニア 
欧州・ 

アフリカ 
計 

売上高              

(1) 外部顧客への売上高 341,505 133,094 165,178 46,481 686,258 - 686,258 

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高 
40,954 2,274 10,811 640 54,680 △54,680 - 

計 382,459 135,368 175,989 47,121 740,939 △54,680 686,258 

セグメント利益又は損失（△） 813 16,502 7,236 3,303 27,855 △39 27,815 

    （注）１ セグメント利益の調整額△39百万円は、主にセグメント間取引消去であります。

       ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   （固定資産に係る重要な減損損失）

     該当事項はありません。

 

   （のれんの金額の重要な変動） 

     該当事項はありません。

 

   （重要な負ののれん発生益）

     該当事項はありません。
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